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「継続企業の前提に関する注記」の記載解消に関するお知らせ 

 

当社は、本日付けで別途開示いたしました 2026 年 3 月期第 2 四半期（中間期）決算短信にお

いて、「継続企業の前提に関する注記」の記載を解消いたしましたので、下記のとおりお知らせ

いたします。 

 

記 

当社グループは、研究開発型企業として、医薬品の臨床試験を実施する開発パイプライン

の拡充や拡大、積極的な創薬研究、がんプレシジョン医療への積極的な取組み等により、多

額の研究開発費が必要となっております。一方で、特に、医薬品の開発期間は基礎研究から

上市まで通常 10 年以上の長期間に及ぶものでもあり、収益に先行して研究開発費が発生し

ている等により、継続的に営業損失及びマイナスの営業キャッシュ・フローが発生している

ことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められると判断しておりました。当

該事象を解消すべく、当社グループは、以下の対応策を実行して参りました。 

（ⅰ）「がんプレシジョン医療関連事業」への経営資源の集約による経営基盤の安定化 

（ⅱ）「「医薬品の研究及び開発」並びにこれらに関連する事業」における早期ライセンスア

ウトの企図及び資金状況にあわせた開発計画の実行 

（ⅲ）適時適切な資金調達の実施 

 

以上の結果、当社グループは、当中間連結会計期間末現在で、現金及び預金を 1,675 百万円

有しており、当面は事業活動の継続性に懸念はなく、継続企業の前提に重要な疑義を生じさ

せるような状況が存在しているものの、重要な不確実性は認められないものと判断し、「継続

企業の前提に関する注記」の記載を解消することといたしました。 

株主、投資家及び取引先の皆様をはじめ、市場関係者並びにステーク・ホルダーの皆様に

はご心配をおかけいたしましたが、今後も更なる企業価値向上に努めてまいりますので、引

き続きご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

以上 


